
H２８.１０.２８  官民連携（ＰＰＰ/ＰＦＩ）事業に係る首長意見交換会  西尾市説明資料 

▲西尾市の離島・佐久島のイーストハウス（体験型アート作品） 
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   西尾市の現在             

三河湾から望む西尾市全景 

■西尾市は、愛知県のほぼ中央

を北から南へ流れる矢作川流域

の南端（西三河南部）に位置し、

面積は161.22k㎡で、県全体

の約3.1％を占めています。人

口は171,162人（H28.10.1現

在）で、西三河南部の中核的都

市です。 

 

■中部圏の中心である名古屋市の45km 

圏域にあり、東は蒲郡市、幸田町、北は

岡崎市、安城市、西は碧南市と接し、南

は三河湾に面しています。 平成23年4

月1日に幡豆郡三町（一色町・吉良町・

幡豆町）と合併しました。 

西尾市の 

ゆるキャラ 

「まーちゃ」 

⇒市章：結び井桁。旧西尾城主大給松平氏
の道中目印として使用していたものと伝え
られ、整然とした市街と市民の団結を象徴  
 

はじめに 
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■西に実り多き大地を育む矢作川が流れ、

東に緑深き三ヶ根山などが連なり、南に

風光明媚な三河湾を臨む、海、山、川の

豊かな自然に恵まれた西尾市は、日本経

済を支える自動車関連産業の集積地であ

ると共に、日本一の生産量を誇るてん茶

やウナギ養殖をはじめ、洋ランやカー

ネーション栽培、アサリなどの魅力あふ

れる地域資源を有しています。  

■西尾市は、西尾藩六万石城下町の

風情や元禄事件（忠臣蔵）で有名な

吉良家の菩提寺など名所・旧跡が多

くあり、一色の大提灯 

や鳥羽の火祭りなど 

伝統的な祭りや芸能 

が伝承されています。 
▲全国有数のてん茶（抹茶の原料）生産量を誇る茶畑 

▲その年の豊凶を占う勇壮な鳥羽の火祭り 
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■西尾市の目指すべき将来都市像は、 

「自然と文化と人々がとけあい心豊か

に暮らせるまち 西尾」  

「活力・創造」「安心・便利」「自立・協働」 

の３つのまちづくりの考え方を結びつ
けつなぎ合わせる「融和」をまち
づくりを進めるための基本理念に
定めています。 

資産経営戦略課は 

本庁舎３階です 

▲平成20年度に建替えされた西尾市役所本庁舎（SRC7F） 

忠臣蔵（元禄事件）の敵役、吉良上野介義央は
地元吉良では赤馬に乗った名君として慕われた 

■西尾市の財政規模（H27決算）   

□一般会計  歳入５４８億円                

       歳出５２６億円  

□財政力指数 3か年平均０.９８   

□経常収支比率 ８８.２％ 

□市債残高 ３５６億円  

□積立金残高 ７０億円  

□特別会計（６） 企業会計（３） 

□職員数 1,６７９人（特会・企会・消防含む）             



公共施設再
配置モデル
事 業 の 立
案・実施  
実施計画稼
動までに着
手可能な８
つの再配置
プランをモデ
ル的に実施

→ＰＤＣ
Ａサイクル
に基づく進
捗状況は
白書 で 毎
年、公表 
 

Step １ 

23年度(2011) 
【Management 

policy】 
現状分析・問題把握 

基本計画策定 

年  度 

企画部 

企画政策課 

公共施設対

策プロジェクト

チーム（４人） 

西尾市が実践してきた公共ＦＭの主な取り組み 推進組織 

企画部 

企画政策課 

公共施設経

営室（４人） 

 

公共施設 

再配置検討

ワーキンググ

ループ（９人） 

 

公共施設 

再配置 

Ｅ モ ニ タ ー

（７人） 

Step ３ 
25年度(2013) 
【 Plan 】 

 
Step ４ 

26年度(2014) 
【 Do 】 

実施計画稼働 

総務部 
資産経営課 
（4人） 

にしお未来まち
づくり塾(45人） 

①基本計画の策定・公表（資料編に公共施設白書2011） 

  公共施設のデータベース化を図り、その現状と課題を把握して 

  公共施設の新たなマネジメント方針として基本計画を策定 

●市民の意見集約：市民意識調査、利用者アンケート（支 

  所機能施設）、 パブリックコメント 

②第１次実施計画の策定準備、公共ＦＭ研修会開催 
 基本計画に基づく具体的な再配置プランを学識経験者及び 
  市民参画による再配置検討ＷＧ、再配置Ｅモニターで検討 
●市民の意見集約：再配置検討ＷＧ、再配置Ｅモニター 
 （電子メールを通じて意見を提出していただく市民）、市政世 
 論調査、利用者アンケート（歴史資料館機能施設） 
③公共施設白書2012の公表 
④公共施設（構造体・建築物）劣化調査 ※下線＝委託業務 

 
 

 
Step ２ 

24年度(2012) 
【Pre Plan】 
実施計画 
策定準備 

⑤第１次実施計画の策定・公表、ＦＭ・ＰＰＰスクール（職員研修）開催 
●市民の意見集約：再配置検討ＷＧ、再配置Ｅモニター、パブリックコメント 
⑥公共施設白書2013の公表 
⑦公共施設（構造体・建築物）劣化調査、PFI新方式実現可能性検討調査 
 

起点  22年度(2010)：新市基本計画→公共施設の統合と適正配置の方針 

⑧第１次実施計画の稼動、ハコモノ改革の映像シンポジウム→11月29日 
●市民の意見集約：市民説明会、市民ワークショップ（にしお未来まちづくり塾）  

⑨官民連携推進支援業務（新たな官民連携手法の導入支援） 
⑩ＰＦＩ事業の事前方針(８月１日)・実施方針(11月29日)・特定事業 
  の選定・募集要項(3月31日) を公表 
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年  度 西尾市が実践してきた官民連携手法（ＰＰＰ）の主な取り組み 推進組織 

資産経営戦
略局  
資産経営戦
略課（14
人うち建築
技師8人） 

 
Step ５ 

27年度(2015) 
【 Do ・Check】 

 

実施計画稼働 

（２年目） 

 

ＰＦＩ事業発注 

ＰＦＩ事業者選

定 

総務部 
資産経営
課（5人うち
建築技師１
人） 
 
市民・有識
者会議（市
民５人＋有
識者５人） 

⑪4月…募集要項等に関する企業向け説明会（60社）を開催 
⑫7月…１グループから参加表明書が提出（一次審査） 
⑬7月～12月…応募者との競争的個別対話を実施（全24回） 
⑭12月…応募者から企画提案書が提出 
       →施設関係課が要求水準到達確認 
       →市民・有識者会議で企画提案書を審査講評（～１月） 

       →選定委員会が優先交渉権者を選定（～１月） 
⑮1月…応募者による市民向け公開プレゼンテーションを開催。 
      464人が参加 
      優先交渉権者の決定公表 
⑯３月…市議会３月定例会で債務負担行為額（約327億円・ 
      30年間）の設定にかかる議案を可決 
⑰３月（～4月）…優先交渉権者による出張市民説明会を開催。  
      全13回のうち9回は市も同席。のべ約220人が参加      
 

 
Step ６ 

28年度(2016) 
【 Do ・Check】 

実施計画稼働 

（３年目） 

ＰＦＩ事業契約 

       
 
⑱5月…応募者が設立した特別目的会社と仮契約を締結 
⑲6月…市による市民説明会を２地区で開催。367人が参加 
      ＰＦＩ地域活性化シンポジウムを開催。303人が参加 
      市議会6月定例会でＰＦＩ事業の契約議案及び債務負 
      担行為額の再設定にかかる議案（約198億円・30年 
      間）を可決 



西  尾  市 

金融 
機関 

融資契約 
不動産開発会社 
（デベロッパー） 

  自らの資本で開発の企

画・設計・建設を行い、

特別目的会社が行う

検査に合格した上で、

特別目的会社へ必要

な部分を売却する企業 
買取 

設計企業 建設企業 

必要に 
応じて委託 

  

外部モニタリング 事業契約 

第３者（下請け）企業 

第３者（下請け）企業 

第３者（下請け）企業 

特別目的会社（ＳＰＣ） 
サービスプロバイダ 

施設の改修（新築施設の
大規模修繕含む）、解体、
用途変更、資産運用など
は、西尾市内に本社をおく
民間事業者を協力企業と
して、または協力企業の第
３者（下請け）企業とし
て発注することができるもの
とする。【業務要求水準書
Ｐ３】 
  

必要に応じて 
維持管理・ 
運営業務を委託 

必要 
に応じて 
維持管理・運営・ 
買取（新築除く） 

を委託 

    西尾市方式のＰＦＩの事業スキーム 

会社 上の 
Ｓ  Ｃ 

協力企業 

協力企業 

構成企業 

構成企業 

代表企業 

主な業務 

→開発施設等の買取・維持管理・運
営・資産運用など 
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（西尾市） 

事業方式による、ＰＦＩ法と現行
の法体系や制度の不一致 

・事業方式による固定資産税制度  
 の差 
・事業方式による補助金制度等の 
 活用の差 

官民連携を進めるにあたっての課題 










